
 

 

             

１． 竜田駅西側復興まちづくり推進に係る第４回ワークショップが開催されました 

２． 竜田駅西側駅周辺整備方針（最終素案）について 
３． 竜田駅西側エリアで賑わいづくりのためにできることは 

◆住民組織「竜田駅西側を考える会」が発足しました！ 

 

 

平成 31 年 1 月 30 日(水)、みんなの交流館・な

らは CANvas にて、第 4 回竜田駅西側復興まちづ

くり推進に係るワークショップを開催しました。 

前回のワークショップ(平成 30 年 11 月)にて、

「地元のことを自発的に集まり、話合う場をつく

ろう」と立ち上げられた住民組織「竜田駅西側を

考える会」の活動報告と竜田駅西側駅周辺整備方

針(最終素案)について報告し、住民の方々より合

意を得ることが出来ました。 

今回のグループワークでは、住民が主体となっ

て「これからの賑わいづくりのためにできること」

について意見を出し合いました。 

インフォメーション 

１.竜田駅西側復興まちづくり推進に係る第４回ワークショップが開催されました 

写真：第４回ワークショップの様子 

写真：「竜田駅西側を考える会(第３回)」の様子 

今後も上井出地区集会所で月 1 回のペー

スで意見交換を行います。次回は平成 31 年

3 月５日(火)18：00～行います。 

年齢問わずに参加可能ですので、ご興味

のある方は、お気軽にお越しください。 

飲食物の持ち込み大歓迎です！！ 

 

 

竜田駅西側のまちづくりは、平成 29 年度からワ

ークショップ形式で行ってきました。約２年間の

意見交換を積重ねた中で、≪自分達のまちを自分達

でよくするための取組み≫実現のために、自主的

に集まり話会う場が必要ではないか、といった意

見が繰り返し出されておりました。 

この度、平成 30 年 12 月５日に「竜田駅西側を

考える会」が発足し、地区住民の方々を中心に月 1

回ペースで賑わいづくりについて意見交換(北小

学校跡地の活用、仮装･コスプレの地区内周遊イベ

ント 等)を行っています。 

代表は小野治久さんが務め、第４回ワークショ

ップの冒頭に、「自主的に竜田駅西側の方向性や

賑わい創出について話合っていきたい」と想いの

こもった挨拶がありました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 竜田駅西側駅周辺整備方針（最終素案）について 

３.竜田駅西側エリアで賑わいづくりのためにできることは 

たくさんのご意見をいただき、ありがとうございました！ 

住民主体の組織が立ち上がり、大きな一歩を踏出ました！今後も、竜田駅周辺のまちづくりを住

民のみなさまと力を合わせながら、みんなで推進していきたいと考えています。 

次回は３月１９日(火)開催予定です。多くの方のご参加お待ちしております。 

【問い合わせ先】 

楢葉町 建設課 都市計画係  担当：渡邉・松本 

〒979-0696 福島県双葉郡楢葉町大字北田字鐘突堂 5番地の 6 

ＴＥＬ：0240-23-6106   ＦＡＸ：0240-25-1234  ＨＰ：http://www.town.naraha.lg.jp/ 

 

誰でも参加可能だよ。 

みんな誘って参加してね～ 

・大きなことより、できることから少しずつ実施する 
・毎朝８時 25 分からのラジオ体操を広め、参加者を増やす 
・自宅の前に花壇をつくり、周りに広める 
・夏の風物詩であった盆踊りを再開する 
・歩きたくなる、歩くことに楽しみがある情報を掲載した「お散歩マップ」等を作成する 

・歩くことで賑わいにつなげるために休憩所（ポケットパーク等）の整備や草刈り等の環
境を整備する 

・孫や子ども達が遊べる場（小さな公園等）を整備する 
・町の特産品を販売できる場をつくり、販売する 

 グループワークでは、竜田駅西側の賑わいづくりに向けて自分達でどんなことができ
るか話合い、主に以下のような意見が出されました。 
 
 

これまで住民と町の意見交換により検討した、竜田駅西側駅周辺整備方針（最終素案）を

示し、参加者の方々より本計画で進めていって欲しいという合意を得ることが出来ました。 
竜田駅西側駅周辺の将来整備イメージ図3（最終素案）
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駅前道路はハンプ風カラー舗装
で速度抑制をする

クランクによる走行速度
抑制をする

発災時やイベント時に利用
が可能な、東屋、かまどベ
ンチ、水飲み場、電源設備
等の整備をする

イベント広場から駐輪場まで
花壇を延長する

駐車場を増設する

現況15台→整備後約18台

（参考）東側：約40台分
整備予定

全体コンセプトは「ほっこり」とする

車道部と歩道部に段差をなくし、
一体的なカラー舗装とすること
で歩行者優先をイメージできる
フラットな駅前広場にする

防災機能のあるイベント広
場は、住民主体などの活動
の場として使えるように最
低限の整備をする 利用状況に応じ駐輪場を減らす

約120台→約40台

（参考）東側30台分整備予定

※地権者や警察との協議などにより変更となる場合があります。

タクシー乗場を移設する

（２台程度のスペース）

車道との境界を示す白線と車の
進入を制限する指示線を設ける

石畳風カラー舗装で和風な

「ほっこり」したイメージにする

現駅舎は、駅舎正面の入口部分と

「竜田駅」の看板（シンボル）を

シェルターとして駅前広場に残す

（木屋2号線、小豆田木屋線から

のアイスポットにもなる）ように

し、日差しや雨・雪が避けられる

シェルターでつなげ、気軽に座れ

る待ち合いの場とする 写真：現駅舎入口部分 図：駅前シェルタのーイメージ 図：駅前シェルターのイメージ断面図

一方通行化


